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マニュアルのおおまかな流れ

1. センサ設定

2. データ管理設定

3. インターネット設定（WAN/LAN設定, 3G, wifiAPの設定）

4. 一般（機器の名前、場所の設定など）

5. メンテナンス



センサ設定



Serial Managerを開きます



MACアドレス下六桁がMACid

MACidはOYASAIで測定機器登録する際に必要です。MACアドレスの下六桁（：は省
く）を利用。右クリックで選択後、Eボタンをクリックするとブラウザが開きます



センサゲートウェイ管理画面へ

右上のログインをクリック



ユーザー名とパスワードを入力

入力後、ログインをクリック



管理画面へ



COMポートの設定

上の例ではCenter 304/309を選択



設定をクリック



データ取得間隔の設定（Center 304/309)



はいをクリック



トップをクリック



センサが設定されていることを確認

センサが設定されるとトップページに温度が表示されるようになります



データ管理設定



設定をクリック



データ管理をクリック

初期設定では転送方法が無効になっています



転送方法の設定

上の例ではHTTP-データサーバーを選択



適用をクリック



はいをクリック



変更が適用されました

変更後しばらくすると、トップ画面に自動で戻ります



インターネット設定
（WAN/LAN設定, 3G, wifiAPの設定）



WAN/LAN設定

ネットワーク設定をクリック



自動の場合(WAN/LAN設定)

WAN/LAN設定の初期設定では設定モードがDHCP-自動になっています。そのためIPア
ドレスなどの設定をおまかせにしたい場合は設定モードを変更しなくて大丈夫です。



手動の場合

設定モードから手動をクリックします



IP確認をクリック

IPアドレスが他のネットワーク上のIPアドレスと重複していないか確認します



IP確認中



IP確認がOKの場合

他のIPアドレスと重複が無かった場合IP Okと表示されます



IP確認がNGの場合

入力したIPアドレスが既にどこかで使用されていると使用中のIPと表示されます。
この場合、他のIPアドレスを入力又は設定モードを自動にすることを推奨します。



IP OKだった場合、適用をクリック



はいをクリック

変更後しばらくすると、自動でトップページに戻ります



３G設定

ネットワーク設定をクリック



３G 設定の状態を有効に変更します



APN名、APNユーザー、
APNパスワードを入力



適用をクリック



はいをクリック



変更が適用されました

変更後しばらくすると、自動でトップページに戻ります



Wi-FiAP設定

ネットワーク設定をクリック



Wifi AP設定の状態を有効に変更します



初期画面



IPアドレスを入力



サブネットマスクを入力



DHCPサーバーを有効に変更



有効に設定した場合の初期画面



DHCP IP開始と終了の入力



セキュリティーの設定

上の例ではWPA2に変更します



WPAキーの入力

入力後、適用をクリック



はいをクリック



変更が適用されました

変更後しばらくすると、自動でトップページに戻ります



一般



一般をクリック



デバイス名と位置の設定

お使いのデバイスの名前と位置をご自由に設定することができます



適用をクリック



はいをクリック

変更後しばらくすると、自動でトップページに戻ります



ステータスをクリック



名前と位置情報が反映されているか確認

デバイスの欄に先ほど入力した名前と位置が表示されていれば成功です



メンテナンス



メンテナンスをクリック



アップデートはアップデート推奨のお知らせ
が無い限り、実行しなくても大丈夫です



パスワードは変更して忘れてしまった場合、
アカウントを作り直すしか方法が無いので、

極力変えないことをお勧めします。


